
１月下旬から２月上旬にかけてと３月上旬の２回、過去に雪崩が発生した場所や斜面下に人
家や官公署、学校等があるところを中心に雪崩点検を行いました。これは、雪崩や落雪等の
災害を未然に防ぐため、管内の雪崩危険個所の点検、および新たな危険個所の確認を目的と
して実施したものです。
点検項目は、斜面に次の写真のような現象がないかどうかを中心に点検を行いました。

雪崩危険箇所の点検を実施しました

今年度行った２回の点検では、雪崩等発生の危険性が高い箇所はありませんでしたが、次
年度以降も継続的に目視点検を行っていきます。

雪庇（せっぴ）
山の尾根からの雪の張り出し

巻だれ
雪崩防止柵からの雪の張り出し

スノーボール
斜面を転がってくるボールのような雪
のかたまり

クラック
斜面にひっかきキズが付いたよう
な、雪の裂け目

出典：小千谷市ホームページ
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白馬村・小谷村では、「ふきのとう」を
方言で『ちゃんめろ』と言います



２月６日午後１時より、長野県庁講堂において「平成30年度 長野県優良技術者表彰」が行
われ、当事務所発注工事においても、工事に対する取組みや工事成績が特に優れていると評
価を受けた３名の技術者が表彰されました。

表彰されました木島真二 様、齊藤寿幸 様 及び 村山敦彦 様は、いずれも小谷村の地すべり
対策工事を担当されており、地域の地形・地質・環境を十分に把握したうえで、品質管理・
出来型管理及び工程管理に確実性と効率性と工夫を持って取り組んだことが、高い評価を得
たのではないかと思われます。

当事務所としましても、このような優れた技術者の取り組みや工夫及び提案を生かして、
地域が安全で安心して生活できる土砂災害対策を推進してまいります。

優れた取り組みを行った３名の優良技術者が表彰されました

長谷川建設部長から表彰状が手渡され
ました

下から2列目 右端から木島氏、齋藤氏、
村山氏 最前列右端 今井社長

91名の受賞者は５回に分かれて記念撮
影を行いました。

表彰式終了後の写真撮影（左から村山氏、
木島氏、齋藤氏、今井社長



長野県治水砂防協会 姫川支部は、1月24日(木) 都内 国土交通省において、砂防部との意見
交換会を行いました。
この意見交換会の目的は、姫川流域の砂防事業の促進に関する要望と施策立案に携わる職

員の方々に管内の状況をお話し、また全国の事例などをお聞きすることです。
支部長である小谷村の松本村長、副支部長である白馬村の下川村長、両村議長などの役員

が上京し、栗原砂防部長へ要望書を提出しました。
特に「防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対策」＊についての話題を提供いただき、

白馬村、小谷村で砂防事業を進める上で、有意義な意見交換会となりました。

砂防部長に要望書を提出 砂防部長との意見交換

近年、全国で激甚な災害が頻発しており、この災害から生命と財産を守るため
に防災・減災対策を、今年度からの３か年で緊急的に実施するものです。
昨年12月に閣議決定され、来年度予算案と今年度補正予算に計上されました。

「防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対策」＊

(左の写真）
左から北澤白馬村議会議長、
下川白馬村長、栗原砂防部長、
松本小谷村長、宮澤小谷村議会
議長

国土交通省砂防部との意見交換会を行いました

砂防カードラリー踏破者が250名に達しました

長野県治水砂防協会姫川支部
は、平成３０年９月１日から
「砂防カードラリー」を実施し、
砂防カード第３弾を無償配布し
ています。
北アルプス地域５市町村の道

の駅で砂防カードを１枚ずつ集
め、姫川砂防事務所にお持ちに
なると、シークレットカードを
差し上げる仕組みですが、この
度、すべてのカードを集めた方
（踏破者）が２５０名に達しま
した。
各道の駅における砂防カード

の在庫は、それぞれ８００枚程
度です。お早めに道の駅でお求
めください。



新しく購入した除雪機が２月に納品されました。ＨＯＮＤＡ製の大型除雪機で、１時間に約
１４０トンの雪を除雪できるそうです。職員は操作方法の説明に熱心に耳を傾けていました。
今年は積雪が少なかったため、あまり活躍する機会がありませんでした。来年の冬も庁舎

周りの除雪作業を迅速に行ない、職員・来庁者の安全確保に努めたいと思います。

除雪機を購入しました

操作方法説明の様子 複雑な操作パネル

冬の姫川砂防事務所 冬の姫川寮

４月１日付人事異動


